
平成22年度京都地区 
モビリティサポートモデル事業成果報告 

 

京都子連れ観光推進協議会 
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資料 ３（４） 



 ●実施テーマ 
 京都で安心して楽しく子連れ・孫連れ・親連れ観光ができるように、コンテンツづくりやホスピタリティの 
 高いまちづくりを推進し、観光誘客の促進と地域の振興を図ることを目的とする。 

 ●対象者 
  京都嵐山地区を訪れる小さな子連れ家族（１００名程度） 
   ※嵐山は年間約５０００万人の京都を訪れる観光客のうち５人に１人(約８００万人)が訪れている。 

 ●地域の現状・課題 
 小さな子供連れの家族にとって、観光のために不慣れな場所を訪れた場合、以下のような心配事が発生する  
 ため安心して観光を楽しむことが難しくなる。 

・子供連れでも快く受け入れてくれる旅館・店舗があるか 
・乳母車等でも容易に移動できるか 
・鉄道の乗り換えが容易にできるか 
・小さな子連れでも使えるトイレが整備されているか 
・病気等の緊急時にどこに行けばよいか  等                                                

GPSやWi-Fiを活用した、 
子連れ観光サービスを実現 

●目的 
小さな子供連れ家族の観光を支援 
・観光地でのスムーズな移動支援 
・駅構外エリアでの子連れ観光に役立つ情報提供、移動支援 

 事業概要について 
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GPSやWi-Fiからの位置情報を活用し、子連れ観光客の持つiPhone端末を通じて、空間ネットワーク
データから抽出されたベビーカー移動のためのバリアー情報、離れた家族の位置情報、寺社や博物館
などのトイレの位置情報、緊急時医療機関の位置情報、授乳室の位置情報、子連れ観光を歓迎する
施設の位置情報（宿泊、レストラン、遊び場、買いもの）の提供と経路案内の提供を行う。 
 
 

 子連れ観光移動支援サービスの概要 

子連れ観光客 

GPS 

WiFi 

子連れで
も安心し
ていける
トイレは
どこに？ 

バリアー情報 
経路案内システム 
トイレや緊急時医療機関情報 
子連れ観光施設情報 

設定されたアドレ
ス宛に通知 

離れた家族の位置情報提供サービスシステム 

WiFi 

移動支援サービスシステム 

GPS 
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 移動支援システムについて（１） 

①位置特定技術 

②場所情報
コード 

⑤携帯情報端末 

③歩行空間ネット
ワークデータ 

④施設データ 

GPSやWi-Fiを利用 
場所情報コードを基にバ
リアー情報｢を音声でガ
イドする。 
離れた家族の位置情報、
経路案内、トイレや緊急
時医療機関情報、子連
れ観光施設情報などを
表示。 
携帯端末は、iPhone／
iPadを利用している。 

（主な機能） 
バリアー情報 
経路案内 
トイレや緊急時医療機関情報 
子連れ観光施設情報 
 公共施設やトイレ等の施

設データ 

論理的な場所を
示す場所情報
コード 

嵐山エリア6.2kmを整備 

位置情報を基に場所
情報コードを問合せ 

受信 

⑥アプリケーション・サービス 

場所情報コード、歩行空間
ネットワークデータ、施設デー
タなどの情報を利用し、提供
する情報を解析 

場所情報コード 
DB 

場所情報コードや
個人属性に応じた
サービスを問合せ 

ナビゲーション
サービス等 

無線LAN 
（Wi-Fi） 
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GPS 

施設DB ネットワーク 
DB 



 赤ちゃん連れ用施設情報 

歩行支援情報 
子連れ向 

視覚障害向 
 

外国人向 

車いす向 

子連れ移動支援情報 
 ・歩行支援サポート 

NWD：勾配、幅員、段差情報など 

 音声バリア情報 

GPS 

 移動支援システムについて（２） 
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 移動支援システムについて（３） 

 
・位置特定について 
 使用した位置特定技術：GPS、Wi-Fi 
 位置特定精度：最小5m程度 
 
・情報提供について 
  使用した携帯端末：iPhone／iPad 
  情報提供の方法：アプリとして提供 
   （Appleストアから「ファミなび」アプリをダウンロードすれば、誰でも無料で利用可能）  
 
・歩行空間NWDについて 
  歩行空間ネットワークデータ整備仕様案（平成22 年９月国土交通省）に基づく。   
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 ●NWD整備箇所 
  ・ノード情報⇒点：224点 
  ・リンク情報⇒ライン：241ライン 
     縦断勾配、横断勾配、 
    バス停、信号の情報⇒86ポイント   
 
  ・公共トイレ情報⇒15点  
     （8箇所（男・女別扱い7ヶ所、 
      男女兼用１箇所）） 
  ・出入口情報⇒8箇所 
   
  ・整備延長⇒6.2ｋｍ 
 
 ●赤ちゃん連れ施設情報 
  ・トイレ、緊急医療機関、赤ちゃん歓迎施設 
   （宿泊、レストラン、買い物など） ⇒120箇所 

は、歩行空間ネットワークデータ整備箇所 

 移動支援システムについて（４） 
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●場所情報コード（ID）を活用した音声サービスの提供 
  国土地理院から発行された、場所情報コード（緯度・経度）にバリア情報(段差、バリアフリート
イレ等)を紐づけ、音声ガイドで情報提供を行う。音声ガイドは、半径5mに入ると開始するように設
定している。 

 移動支援システムについて（５） 
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場所情報コードに
バリア情報を紐付 



TOPページ 

 移動支援サービス内容（１） 

9 



 移動支援サービス内容（２）：現在地やスポットから検索 

クリック 

クリック 

クリック 

クリック 

クリック 
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 移動支援サービス内容（３）：リスト表示から 

クリック 
クリック 

地図表示 

経路を表示 
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 移動支援サービス内容（４）：トイレ情報の例 
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クリック クリック 

音声ガイドと
ポップアップ 

 移動支援サービス内容（５）：音声ガイド 

●音声ガイド 
  NWDから抽出したバリアー情報などを 
  20箇所で音声で提供した。 
●音声ガイド例 
 ・段差があります。ご注意ください。 
 ・道幅がせまくなります。ご注意ください。 
 ・この近くに多機能トイレがあります。 
 ・この近くにバス停があります。 

●音声観光ガイド例 
・中ノ島公園 
ここは中之島公園です。桂川から保津川、大堰川と名前を変えた川
の中州、中ノ島公園です。阪急電車から中ノ島公園へ渡る渡月小橋
は、時代劇のロケ地としてよく使われています。また、公園内には、
五木ひろしの経営する五木茶屋もあります。 
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●離れた家族の位置情報提供  
  GPSやWi-Fiからの位置情報により、別行動をとった家族の位置をリアルタイムで取得し地図上に表示する。 
  また、あらかじめ設定したエリアに家族が進入、退出すると、設置したアドレス宛にメールで通知する。 

設定エリア 
グループ管理者が緯
度経度と半径を設定 

別行動した家族がエリア内に入った 
／エリアから出たとき 

チャイム音と画面上の
ポップアップで表示 

メールを送って通知 

WiFi 

GPS 

お母さん 

子供 

 移動支援サービス内容（６）：離れた家族の位置情報提供 
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・実施場所：京都市嵐山エリア 
・実施期間：2011年1月29日～2月16日 
・対象者 
  ①ベビーカーを利用する赤ちゃん連れ家族  
  ②外国人  
  ③その他（初めて訪れる場合） 
・規模：100人程度 
・実施内容： 
  iPhone／iPadの携帯端末を貸し出して、移動支

援情報サービスを提供し有用性の検証をおこ
なった。 
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 実施概要について（１） 
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 実施結果について 

●アンケート実施結果 
 ・参加者 
  30歳代女性が多い 
 
 
 
 ・利用サービス 
  ベビーカーの移動で 
  段差、トイレを 
  気にしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 ・効果について 
  約70%が効果が 
  あると評価 
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 事業全体の成果について 

●ICTの活用による効果、課題 
 ・効果1：高い位置精度でバリア情報を提供できた。  
   iPhone／iPadを端末として利用しGPSで位置特定をおこなう位置情報サービスシス 

   テムを構築。 
 ・効果2：音声を利用して、ハンズフリーで情報を提供できた。 
   位置情報と連動した音声サービスシステムを構築（20箇所）。 
 ・効果3：赤ちゃん連れ用の施設情報を提供できた。 
   授乳施設、ベビーチェア設置トイレ、緊急医療機関等の施設情報を提供。 
  
 ・課題：NWDからバリア情報の割り出しの自動化、バリアー情報の音声ガイド手法の 
      改善が必要。 
      対象エリアの拡大要望も強い。 
 
 

17 



 事業継続に向けた今後の方針及び課題等について 

●協議会等の実施体制の維持についての方針  
   ・協議会は継続的に活動をおこなう。 
  
●システムの開発、位置特定技術の設置・維持管理等に関する今後の方針、課題等

について 
   ・方針 
     iPhoneアプリ「ファミなび」として継続的にサービスを行なう。 
   ・課題 
     アプリのダウンロード数の増により、利用ユーザ拡大を図り、 
     広告やアフィリエイトモデルによる収入で持続的なサービスを行う。 
   ・対策 
     利用ユーザ数の拡大のために、音声ガイド手法の改善や 
     対象範囲を拡大し、ユーザの利便性向上を図る。 
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 他地域への水平展開について 

●容易に全国展開が可能 
  ・本システムは、クラウドシステムになっており、 
   他地域への展開が容易にできる。  
  ・コンテンツ制作が簡単   
   トイレや授乳室などの赤ちゃん連れ用の施設  
   情報などは、誰でも簡単に作成できる。 
  ・地域の多くの人を巻き込んで作成可能 
   作成者名をアピールできるので、制作モチベー 
   ションの向上やコンテンツの品質を継続的に 
   担保できる。 
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●コンテンツ作成・編集画面 
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 事業実施にあたり特に工夫した点（１） 

●地域の多くの人を巻き込んだプラットホームシステム 
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個別のコンテンツ 

iPhone 

個人 

タクシー会社 

団体、企業 

NPO 

集積されたコンテンツ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Twitter 
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 事業実施にあたり特に工夫した点（２） 

●地域の多くの人を巻き込んだデータベースの作成で維持継続
を実現 

  持続的なコンテンツ発信・修正を可能とするため、地域の人を
巻き込んでコンテンツを作成してもらう仕組みを構築した。具
体的には、バリアフリー情報や施設情報などのコンテンツを簡
単に作成できるコンテンツ作成用WEBシステム作成し、協議
会のHPを通じて提供する。コンテンツ作成者はこのシステム

を利用して施設情報などのコンテンツを作成し、それらのコン
テンツを集約して配信している。 

  配信するコンテンツには、その作成者名を掲載することで、作
成したコンテンツの品質に責任を持ってもらうとともに、コンテ
ンツ作成者の広報・宣伝にも寄与している。 

 
●コンテンツ例（多機能トイレのデータ作成例） 
 

作成者名をアピール！ 
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 事業実施にあたり特に工夫した点（３） 

● Wi-Fiの設置による地域商店街の振興との連携 
 ・本事業の一環として、本協議会が嵐山エリアの５つの商店街（総計約180店舗）に呼

びかけ、50店舗にWi-Fiを設置。 
 ・効果 
  Wi-Fiによる位置情報精度向上と 外国人を含めた観光客へのおもてなしサービス向

上を実現し嵐山エリアの商店街振興に貢献した。 
 ・経過 
  嵐山に「iPhoneを持った外国人観光客が増えてきた」背景や 「Wi-Fiとは？」などの

説明会を開催し、Wi-Fi設置を呼び掛け、賛同店舗を募った。 
  具体的な設置に関しては、技術的なサポート、店舗の現場で回線環境を確認しなが

らアドバイス、簡単に設置できなかった店舗のWi-Fi設置などを実現してきた。 
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